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これからの時代の「教育課程論」の
授業構想についての一考察

後 藤 顕 一

１．はじめに

　２０１５（平成２７）年，文部科学省は「これからの

学校教育を担う教員の資質能力の向上について～

学び合い，高め合う教員育成コミュニティの構築

に向けて～」（答申）を示した（以下，答申，

２０１５）。答申を受けて，２０１７a（平成２９）年に「教

育職員免許法施行規則及び免許状更新講習規則の

一部を改正する省令」（平成２９年文部科学省令第

４１号）を示した。これにより，教職課程を設置し

ているすべての大学等が，再課程認定申請の許認

可後，２０１９年４月から新課程に移行することとな

った。再課程認定では，教職課程で共通的に身に付

けるべき最低限の学修内容（コア）について検討

され，「教職課程コアカリキュラム」として示さ

れた。「コアカリキュラム」が示されたことは，

これまでにない大改革であり，教職課程に取り組

む全国の大学にとっては，一つの方向性を得たこ

とになろう。しかし，「コアカリキュラム」に対

しては，枠組み，目標，内容，方法などに対して，

賛否を含め，様々な意見がある。本論では，それ

ら議論は別の機会に譲り，ここでは，文部科学省が

示した「コアカリキュラム」に沿って論を展開す

る。本論では，「教職課程論」の在り方について，

背景とともに，コアカリキュラムを踏まえ，また，

２０３０年度版，新学習指導要領の理念等を踏まえつ

つ，求められるカリキュラムについてどう構成す

るか，どう教えるかなど，大学での教育の在り方
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や学び方やFD（ファカルティ・ディベロップメ

ント）の動向も踏まえ，これからの時代の「教育

課程論」の授業構想についての一考察を示す。

２．背景と養成段階の方向性

２．１　改革の必要性の背景

　答申（２０１５）は，２０１４（平成２６）年，文部科学

大臣からの諮問「これからの学校教育を担う教職

員やチームとしての学校の在り方について」に対

するものである。諮問では「これからの教育を担

う教員に求められる指導力を，教員の専門性の中

に明確に位置付け，全ての教員がその指導力を身

に付けることができるようにするため，教員の養

成・採用・研修の接続を重視して見直し，再構築

するための方策について検討する必要がある」と

された。答申では，教員政策の重要性について，

「新たな知識や技術の活用により社会の進歩や変

化のスピードが速まる中，教員の資質能力向上は

我が国の最重要課題であり，世界の潮流でもあ

る。」としている。また，その背景として「学校

を取り巻く環境変化」として，「近年の教員の大

量退職，大量採用の影響等により，教員の経験年

数の均衡が顕著に崩れ始め，かつてのように先輩

教員から若手教員への知識・技能の伝承をうまく

図ることのできない状況があり，継続的な研修を

充実させていくための環境整備を図るなど，早急

な対策が必要である」ことについて述べている。

そのためにも，我が国の教員の学ぶ意欲の高さと

いった「強み」を最大限に生かしつつ，「子供に

慕われ，保護者に敬われ，地域に信頼される存在

として更なる飛躍が図られる仕組みの構築が必要

である」として，養成段階から研修段階に至るまで

の一体化した改革の必要性について示している。

２．２　教員養成段階での改革の具体的な方向性

　答申（２０１５）では，養成・採用・研修の共通の

改革のポイントの一つとして「新たな教育課題に

対応できるよう教職課程の内容を精選・重点化す

る。」を挙げている。改革に向けては「新たな課

題（英語，ICT，道徳，特別支援教育）やアクテ

ィブ・ラーニングの視点からの学習・指導方法　

改善の必要性，カリキュラム・マネジメントの充

実等に対応した教員養成・研修」を具体的な取組

として挙げている。また，養成段階の主な課題と

して，「「教員となる際に最低限必要な基礎的・基

盤的な学修」という認識が必要」，「学校現場や教

職に関する実際を体験させる機会の充実が必要」，

「教職課程の質の保証・向上が必要」，「教科・教

職に関する科目の分断と細分化の改善が必要」が

挙げられている。具体的な改革として，「実習・

演習重視の授業にシフト」，「学校インターンシッ

プの導入」，「教職課程を統括する組織の設置，評

価の推進等」を挙げている。また，大学で行われ

る教職課程の授業については，学校種ごとの特性

を踏まえつつ，「教科に関する科目」と「教職に

関する科目」等の科目区分を撤廃し，大くくりに

して，新たな教育課題等に対応できるよう見直す

ことが挙げられている。

　これらを踏まえ，２０１７a（平成２９）年文部科学

省では，教職課程の再課程認定を指示し，教職課

程が設置されている全ての国公立大学，私立大学

に教育課程のシラバス等を提出することを求めて

いる。

　シラバスの作成においては，その課題として，

大学における教員養成において，学芸的側面が過

度に強調されたり，担当教員の関心に基づいた授

業が展開されている現状，学校現場の課題が複雑

・多様化する中，教員養成課程において，実践的

指導力や課題への対応力の修得が不可欠であるこ

と，すべての大学の教職課程で共通的に修得すべ

き資質能力を明確化することで教員養成の全国的

な水準を確保することを目指している。その方策

として，各大学においては，コアカリキュラム・
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地域のニーズ・大学の独自性等を踏まえて，体系

的な教職課程編成が求められ，全ての大学の教職

課程で共通的に習得する教育内容として「教職課

程コアカリキュラム」が示された。また，大学に

は，「コアカリキュラムの内容を踏まえて教職課

程を編成・シラバスを作成する際や授業等を実施

する際に，学生がコアカリキュラムの内容を修得

できるよう授業を設計・実施」することを目指

し，取組の推進を呼びかけている。

　示されたコアカリキュラムは，学生が修得する

資質能力を「全体目標」，全体目標を内容のまと

まり毎に分化させた「一般目標」，学生が一般目

標に到達するために達成すべき個々の規準を「到

達目標」として表すこととしている。また，「教

職課程で修得すべき資質能力については，学校を

巡る状況の変化やそれに伴う制度改正（教育職員

免許法施行規則，学習指導要領等）によって，今

後も変化しうるものであるため，今回作成する教

職課程コアカリキュラムについては，今後も必要

に応じて改訂を行っていくことが望まれる。」と

している。

　教職課程コアカリキュラムについては，次のよ

うに示されている。

　「教育職員免許法施行規則に規定する各事項に

ついて修得すべき資質能力を示すものであるが，

教員には，使命感や責任感，教育的愛情，総合的

人間力，コミュニケーション能力等，教育職員免

許法施行規則に規定する各事項に納まらない総合

的な資質・能力が求められていることは，これま

での累次の答申等で示されている通りである。こ

のため，教員を養成する大学，教員を採用・研修

する教育委員会や学校法人等の関係者は相互に連

携して学習機会や研修機会を設けることにより，

養成・採用・研修の各段階を通じて，教員に求め

られる資質能力を常に向上させることが望まれ

る。」

２．３　大学での授業の在り方，学び方の方向性

　一方，大学内の教育では，FD（ファカルティ

・ディベロップメント）の充実が求められてい

る。これは，「２１世紀の大学像と今後の改革方策

について」（大学審議会答申，１９９８）を受けて，

１９９９年より，大学設置基準において努力義務を規

定した。多岐にわたる取組が求められているが，

その根幹は，大学教育の質保証，そのための大学

教員の教育・研究指導力の改善や向上である。そ

のための具体的な例としては，「教員相互の授業

参観の実施，授業方法についての研究会の開催，

新任教員のための研修会の開催など」（文部科学

省HP）を挙げている。FDを推進するために，養

成課程の大学での授業の中で，具体例として挙げ

られている要素を取り入れる必要がある。

　これに基づき，大学での学びを具体的にどのよ

うに進めることが学生の学修に効果があるのかと

いった研究（例えば，大学教育学会における課題

研究，２０１６）が進んでいる（例えば，L．ディ

ー，２０１１等）。国立教育政策研究所では，「大学・

短大でFDに携わる人のためのFDマップと利用ガ

イドライン」（国立教育政策研究所，２００９）を作

成し，FDの考え方の整理とともに，推進の指針

をFDマップの枠組みを，フェーズとレベルに分

けて示している（表１）。レベルは，ミクロ（個

々の教員），ミドル（教務教員），マクロ（管理

者）と分かれているが，今回はミクロ部分に焦点

を当てる。

レベル　　ミクロ　個々の教員　授業・教授法
　フェーズ 　目標 　方法 　評価
　Ⅰ導入（気
づく，わかる）
　Ⅱ基本（実
践できる）
　 Ⅲ応 用（開
発・報告できる）
　Ⅳ支援（教
えられる

表１　FDマップ（国立教育政策研究所，２００９）
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　同書には，取組の報告が挙がっているが，この

取り組みにより，多くの大学で「ＦＤ＝個々の教

員による授業・教授法の改善」について，「これ

が定着していることがわかる」とされており，一

定の成果が期待できる。本研究では，FDの枠組

みを学習者の学びに取り入れ，授業構想を行い，

評価と一体とした検証を進める。

３．「教育課程の意義及び編成の方法」におけ

る「コアカリキュラム」

　教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム

・マネジメントを含む。）について，文部科学省

から出された「教職課程認定申請の手引き」（文

部科学省，２０１８）によると，以下のように示され

ている。

　教育課程論は，（１）教育課程の意義，（２）教

育課程の編成の方法，（３）カリキュラム・マネ

ジメントで成り立っていることがわかる。

　コアカリキュラム「（１）教育課程の意義」で

は，「一般目標：学校教育において教育課程が有

する役割や機能，並びに意義を理解する。」とあ

るが，「到達目標」においては，学習指導要領に

ついての言及が多く，その性格と位置付け，改訂

の変遷，改訂の改訂内容並びにその社会的背景に

ついて学ぶことを求めている。また，その上で，

教育課程が社会において果たしている役割や機能

を理解することを目指している。

　コアカリキュラム「（２）教育課程の編成の方

法」では，一般目標として，教育課程編成の基本

原理についての理解と，学校の教育実践に即した

教育課程編成の方法を理解することとしている。

その到達目標としては，教育課程編成の基本原理

として，スコープとシークエンスについての理

解，学習者の環境や状況に応じた教育課程や指導

計画を検討することの重要性を示している。ま

た，新学習指導要領で強調しているカリキュラム

・マネジメントについて，一般目標としては，教

科・領域・学年をまたいでカリキュラムを把握

し，学校教育課程全体をマネジメントすることの

意義を理解すること，また，到達目標として，学

習指導要領に規定するカリキュラム・マネジメン

トの意義や重要性，カリキュラム評価の基礎的な

考え方を理解することを挙げている。

　全体目標：
　学習指導要領を基準として各学校において編成される教
育課程について，その意義や編成の方法を理解するととも
に，各学校の実情に合わせてカリキュラム・マネジメント
を行うことの意義を理解する。
　（１）教育課程の意義

一般目標：　学校教育において教育課程が有する役割
や機能，並びに意義を理解する。
到達目標：
１）学習指導要領・幼稚園教育要領の性格及び位置付

け並びに教育課程編成の目的を理解している。
２）学習指導要領・幼稚園教育要領の改訂の変遷及び

主な改訂内容並びにその社会的背景を理解している。
３）教育課程が社会において果たしている役割や機能

を理解している。
　（２）教育課程の編成の方法

一般目標：教育課程編成の基本原理，並びに学校の教
育実践に即した教育課程編成の方法を理解する。
到達目標：
１）教育課程編成の基本原理を理解している。
２）教科・領域を横断して教育内容を選択・配列する

方法を例示することができる。
３）単元・学期・学年をまたいだ長期的な視野から，

また幼児，児童又は生徒や学校，地域の実態を踏ま
えて教育課程や指導計画を検討することの重要性を
理解している。

　（３）カリキュラム・マネジメント
一般目標：教科・領域・学年をまたいでカリキュラム
を把握し，学校教育課程全体をマネジメントすること
の意義を理解する。
到達目標：
１）学習指導要領に規定するカリキュラム・マネジメ

ントの意義や重要性を理解している。
２）カリキュラム評価の基礎的な考え方を理解してい

る。

４．教育課程論に求められる学び

４．１　教育課程論の内容構成

　前章で，「コアカリキュラム」について示した

が，授業で必要な教育課程論を構成する上での求

められる内容事項について計画した。

（１）については，基本原理を学ぶ目的，社会的

な背景と教育改革の変遷，学習指導要領の変遷，

諸外国の教育課程の動向を概観，新学習指導要領
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の理念と構造とした。

　（２）については，教育課程を編成する意義と

方法とのつながり，それに基づく教育課程や指導

計画の検討とした。

　（３）については，学校教育におけるカリキュ

ラム・マネジメントの重要性と基本的な考え方と

した。

４．２　教育課程論を学ぶ方法

　全ての分野について，FDの考え方やFDでの

「方法」を意識し，講義形式とアクティブ・ラー

ニングを取り入れたディスカッション，体験型や

ワークショップ形式の授業，学んだことを発表形

式で行う授業により行う。また，体験したもの

は，相互評価を行い，獲得した学びをさらに深め

る。これら体験を通じて（３）のカリキュラム・

マネジメント意義や重要性について，授業を通じ

て気づき，カリキュラム評価を行うとともに改善

を求め続ける。

５．具体的な授業の構想，展開例

５．１　アクティブ・ラーニングの要素を取り入

れた新学習指導要領理念の理解に向けて

５．１．１　授業改善の視点と方法

　新学習指導要領の理解については，文部科学省

答申などを講義形式で伝えるのが一般的だが，受

動型の授業では，学習者にとっては，他人事であ

り，学習する意義や価値を見いだすことが難しく

なる。そこで，新学習指導要領においては，我が

国の教育現状や課題を学んだ後に，これからの世

の中，子供たちの未来を見据えて，学習者一人一

人が学習指導要領の「目標」を考察する取組を行

った。その後，グループで協議をしてさらに考え

を深める。全体で共有したのち，新学習指導要領

の目標と比較をする。

①　何のために学校で学ぶのか？
②　学校教育を通じて付けたい力とは？
③　付けたい力を養うために扱う事項とは？
④　学習活動をどのように構想しますか？
⑤　①～④をまとめた後，「学校教育の目標を設定できると

するならば，どんな目標にするか？」

　課題

　この課題は，自ら教育目標を作成する体験であ

り，学習者が主体的になって，学習指導要領の目

標に迫ることができるきっかけを与えるものにな

ると期待する。

５．１．２　FDマップとの対応

レベル　　ミクロ　個々の教員　授業・教授法
　フェーズ 　目標 　方法 　評価
　Ⅰ導入（気
づ く， わ か
る）

　教育目標の
必要性につい
て理解する

　上記①～④
までを自分で
考え，グルー
プで協議する

　考えが深ま
っていくこと
を自己評価す
る

　Ⅱ基本（実
践できる）

　自分で学校
教育の目標を
つくる

　上記⑤の課
題について自
分で考え，グ
ループで協議
をする

　多様な考え
があることを
感じ，自分の
考えと比較す
ることで学び
を深める

　Ⅲ応用（開
発・報告でき
る）

　学習指導要
領の目標と整
合させる

　全体で協議
内 容 を 発 表
し，共有する
とともに，学
習指導要領と
比較をする体
験をする

　グループで
協議したこと
と，国の基準
とを比較する
ことで意義を
感じることが
できる

　Ⅳ支援（教
えられる

　今回は含ま
ない

　今回は含ま
ない

　今回は含ま
ない

表２　FDマップ（国立教育政策研究所，２００９）

５．１．３　実践とその結果

　この課題を用いた平成３０年８月７日に筆者が行

った城西大学教員免許更新講習での受講者のまと

めの例の一部を示す（表３）。各班は，学校種も

年齢も背景教科もまちまちの受講者であったが，

主体的で対話的な学びが成立していた。各班に発

表をお願いしたが，これからの子供に向けてのメ

ッセージ，教育観が詰まった発言に受講者は真剣

に耳を傾けていた。

　詳細な分析は別機会に譲るが，この取組は，受

講者が主体的にならざるを得ない活動が内包され

ており，コアカリキュラムに挙げられている内
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容，新学習指導要領の目的や理念，構造や内容に

ついても各人が主体的で対話的に身に付けること

ができたようである。

５．２　アクティブ・ラーニングの要素を取り入

れたカリキュラム・マネジメントの理解

に向けて

５．２．１　授業改善の視点と方法

　現状授業を提示し，カリキュラム・マネジメン

トの視点からさらなる改善を検討する。ケース・

スタディで行い，個人で考え，それを共有するこ

とを繰り返し，他者の意見を取り入れるなどし

て，より良き授業づくりに向けて探究し続けると

はどのようなことかを体験的に学び，検証につな

げる。

図１　育成すべき三つの柱（文部科学省，２０１６）

　新学習指導要領では，答申（２０１６）で示された

育成すべき三つの柱を基に，授業を計画，構成さ

れなければなるまい。学習者に三つの柱の育成を

目指す取り組みがなされているか，検証する必要

がある。その視点からは，現状授業は，知識・技

能に偏っていると言えよう。この授業の目的から

も，「思考力，判断力，表現力等」を育成する学

習構想が求められる。また，授業構想によって

は，自然の中で学習者が自ら花などを採りに行く

経験などを通じて，「学びに向かう力，人間性

等」を育成することを目指した授業を構成するこ

ともできよう。

　１班 　２班 　３班 　４班
　①自立す
るため

　①生きる
力

　①社会で
生きる力
　協調性，
コミュニケ
ーション能
力

　①自由生きること
ができる能力を身に
付ける
　社会に生き抜く力
　幸せな人生

　②コミュ
ニケーショ
ン能力

　②確かな
学力
　豊かな心
　困難に打
ち克つ力

　②生きる
力，恥ずか
しくない立
派姿

　②表現力・発言力
・主体性・許容力・
自 己 肯 定 力， 認 定
力，協調性，責任感

　③基礎的
な学力
　社会性，
協調性，自
らできる力

　③授業，
行事，生活

　③学力，
思考力，表
現力
　人間性，
判断力

　③授業学校行事，
体 験 学 習， 特 別 学
習，発表学習

　④自学自
習
　協同学習

　④個を高
めるための
対話的な学
び，高め合
う
　コミュニ
ケーション

　④あいさ
つ，問題解
決 的 な 学
習，学び合
い

　④人を認め合う時
間・活動を取り入れ
る
　グループ活動（ゲ
ーム形式）登板活
動，発表学習を通し
ての認め合い
　授業と学校行事体
験学習をバランスよ
く

目標
　学び合い
　たくまし
く

目標
自他を尊重
し，これか
らの社会を
切り拓いて
いくための
資質・能力
の育成

目標
自ら学び
　互いを認
め合い
　たくまし
く
　生きる力

目標
　自信を持ち，多様
性を受け入れ，感性
を磨く学校
　自ら考え，積極性
を持ち，行動し，助
け合える学びの場
　 自 ら 学 び， 行 動
し，コミュニケーシ
ョンを大事にし，人
の良さを認め合える
学校
　毎日ワクワク通え
る学校

表３　免許更新講習での取組の一例（一部）

図２　学習指導要領の方向性
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　また，新学習指導要領では，表２に示す「学習

指導要領の方向性」（文部科学省，２０１６）として，

「何ができるようになるか」（資質・能力）と「何

を学ぶか」（内容）と「どのように学ぶか」（方

法）とをつなぐことの重要性，そのためにも，

「どのように学ぶか」において，「主体的，対話

的で深い学び」が求められている。

５．２．２　FDマップとの対応

レベル　　ミクロ　個々の教員　授業・教授法
　フェーズ 　目標 　方法 　評価
　Ⅰ導入（気
づ く， わ か
る）

カリキュラム
・マネジメン
トの必要性に
気づく

具体的な事例
より，課題を
見いだし，必
要性に気づく

具体的な課題
について言及
できる

　Ⅱ基本（実
践できる）

具体的な事例
について授業
改善を挙げる
ことができる

課題の改善に
向けて個人で
改善案を挙げ
る

課題に対して
具体的な解決
案を出すこと
ができる

　Ⅲ応用（開
発・報告でき
る）

授業改善につ
いて具体的な
事例について
開発できる

課題の改善に
向けてグルー
プで改善案を
挙げる

各グループの
多様な意見を
聞き，さらな
る改善が提案
できる

　Ⅳ支援（教
えられる

授業改善につ
いて具体的な
事例について
指導者の視点
で他者に伝え
ることができ
る

グループでま
とめたことを
適切に表現す
る

授業改善を踏
まえた授業計
画を説明する
ことができる

表４　FDマップ（国立教育政策研究所，２００９）

５．３　授業計画の確認と課題意識の共有

５．３．１　カリキュラム・マネジメントの

実践方法

　A小学校での課題を挙げ，学習者は，課題に向

き合いながら，その改善を目指し，カリキュラム

・マネジメントのケース・スタディとした演習を

行う。一つのモデルを提示して，より良き授業の

構想を考えることとした。

　A小学校が感じている学校の良さと課題をまと

めた後，現状授業を見学し，学習指導要領の趣旨

に照らし，良さをさらに伸ばし，課題を解決する

ための授業改善を構想する。

　まず，学校関係者のインタビューによるA小学

校の学校の良さと課題を表５にまとめる。

学習状況の良い点 学習状況の課題点
先生も子供もまじめ
子供はおとなしい
学習はよくやる
授業もよく聞いている
家庭学習状況も悪くない
学力学習状況調査結果
A問題は大変良い

発言が少ない
表現力が乏しい
失敗を恐れる
勇気がない

学力学習状況調査結果
B問題は成績が上がらない

表５　A小学校の良さと課題

　A小学校の理科の授業を表６のとおり，提示す

る。

導入が見事
身の回りの花を持参，実物から本日の学びにつなげる
　　　　↓
問　おしべにはどのような特徴があるのでしょうか。
　　　　↓
身の回りにあるヘチマとカボチャの花のおしべを観察する
　　　　↓　　　　段階をつけながら
指でさわる
　　　　↓
虫眼鏡で観察する
　　　　↓
顕微鏡で観察する
　　　　↓
観察したことを比較しながらまとめていく
　　　　↓
先生が黒板にまとめ全員で復唱
　　　　↓
違いと共通項について理解をし，他の花についても次時間
で行う予告

表６　現在の授業実践

　これを見ると，授業は，大変よくまとまり，申

し分ない展開がなされていることがわかる。

　理科は，新学習指導要領では，探究の過程が重

視されており，中学校理科解説で示されている探

究の過程ともよく適合していることがわかる（図

３，文部科学省，２０１７b）。

５．３．２　A小学校の授業改善に向けて

　A小学校の授業は，決して批判されるような授

業ではない。しかし，新学習指導要領が求める資

質・能力を育成する授業になり得ているかの視点
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からは，さらなる改善が考えられる。

　まず，第一に，現状授業が，先生が中心，いわ

ば主語は「先生」であることが挙げられよう。新

学習指導要領では，学習者の資質・能力の育成を

目指し，三つの柱にまとめている。主語は「学習

者＝子供」でなければなるまい。

　また，平田（２０１２）は，日本の授業の在り方と

して，「先生」が主体の画一的な授業構成をした

後，授業の最後になって「後は，自分（学習者）

で自由に発想をしてください。」と告げるような

授業が多く散見されるとして，改善を求めてい

る。すなわち，多様な考え方に対し妥協や折り合

いをしながら，意見を集約し，またそこから幅の

広い見解を戦わせながら，やがては，一つの考え

にまとめていくような取組が望ましい，といった

趣旨の授業改善を求めている。

５．３．３　実践と結果

　この課題を用いた平成３０年８月７日に筆者が行

った城西大学教員免許更新講習での受講者のまと

めの例の一部を示す（表７）。各班は，学校種も

年齢も背景教科もまちまちの受講者であったが，

主体的で対話的な学びが成立していた。各班に発

表を求めたところ，新たなアイデア，授業改善に

向けた視点，カリキュラム・マネジメントの行い

方などが示されていた。

　１班 　２班 　３班 　４班
　 展 開 部 分　
ヒントを与え
て お い て 観
察，一人一人
に観察可能に
する
　おしべとは
どのような特
徴があるでし
ょうか。
　 学 習 展 開　
個人，２人，
４人，発表
グループで付
箋，カテゴリ
ー分け

　まとまらな
い だ ろ う か
ら，使うもの
は，用意。考
えさせ，自由
に使ってもら
う
　考えさせる
時間を多く使
う　気付き
　 意 識 付 け　
考 え， 発 表　
児 童 に 返 す　
児童に発言

　 導 入 部 分　
子どもが持っ
てきて秘密に
しておく
　ルールを決
めながら
　何の花持っ
てきたか，ク
イズなどを行
う
　視点を定め
ていく

　花くらい自
分で！
　 個 人 で 考
え，いろいろ
な 多 様 な 体
験，調べ方の
興味の変更フ
レキシブル
　模造紙ホワ
イトボード，
必然，

表７　免許更新講習での取組の一例（一部）

　詳細分析は別機会に譲るが，この取組は，実際

に行われた授業の良さを感じながら，さらなる改

善に向けて，カリキュラム・マネジメントの一方

法として積極的に取組に参加することができたよ

うである。

５．４　カリキュラム・マネジメント・マインド 

を育てるために

　カリキュラム・マネジメントは，文部科学省の

HP等では，多様なことが求められている。より

良き授業改善のためには，カリキュラム・マネジ

メントを推進しようとする意識，すなわち「カリ

キュラム・マネジメント・マインド」が求めら

れ，さらにそれを育成することが求められる。

　「カリキュラム・マネジメント・マインド」を

新学習指導要領の視点から考察すると，新学習指

導要領の理念，目標である「社会に開かれた教育

課程の実現」に資する，三つの資質・能力の柱の

図３　「探究の過程」と現状の授業の関係
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バランス良い育成ができているか，求められる三

つの資質・能力の柱の育成に向けて，内容と方法

がつながっているか等，まずは，基本的な視点を

持つことが必要であると考える。

６．おわりに

　「教職課程論」の在り方について，文部科学省

が示したコアカリキュラム，２０３０年度版，新学習

指導要領の理念，FD（ファカルティ・ディベロ

ップメント）の動向も踏まえ，これからの時代の

「教育課程論」の授業構想について具体事例とと

もに示した。教育課程論は，教職科目の根幹科目

である。養成段階でのさらなる授業改善が求めら

れる。
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